
     FAX用 受講申込書     FAX送付先番号：058-293-3382 
以下のとおり、ネットワーク大学コンソーシアム岐阜 令和５年度公開講座＜子どもの発達・成長を学ぶ＞に参加を申し込みます。 

お申し込み時にいただいた個人情報は、講座担当大学等と共有させていただく場合があるほか、休講など講座に関するご連絡やコンソーシアムからのイベント情報の 

ご案内（同意を得た方のみ）に利用させていただきます。情報は厳重に管理し、法令上の理由など特段の事情がない限り許可なく第三者への提供はいたしません。 

お名 前 ( ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ )                                                    □ 男性   □ 女性 

電 話 番 号  職 業 □学校関係者 □保護者 □その他（          ） 

メ ー ル ア ド レ ス  

住 所 

〒    －   

年 齢   学生（□高校生 □大学生）  □10代  □20代  □30代  □40代  □50代  □60代以上  

受 講 希 望 回  
 ●対面受講【岐阜大学サテライトキャンパス】 □第１回(5/23)  □第２回(6/6)   □第３回(6/20)  

 ●対面受講【岐阜商工会議所】        □第４回(7/18)  □第５回(10/24) □第６回(11/28)  

個 人 情 報 取 扱 

の 同 意 

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜から他の講義や講座情報をご案内するため、お名前・住所等を利用させていただ

いてよろしいでしょうか。        □同意する   □同意しない  

講義会場：岐阜大学サテライトキャンパス 

  【岐阜市吉野町6-31 岐阜スカイウィング37 東棟4階】 

講義会場：岐阜商工会議所 

 【岐阜市神田町2-2 5階 議員総会室】 

第 1 回 5月23日(火) 子どもの発達を支える家族の機能 

現代の多様で変化しやすい社会のなか，家族，家庭の在り方も多様化が進んでいます。子どもの発達は，子どもと家族を取り巻く環境のことも含めて

考えておくことは家庭支援において大切な視点です。また，個人の一生に発達の過程や段階があるように家族も発達していきます。本講座では，生涯

発達心理学や家族心理学の視点から，子どもの発達を支える家族の機能や関係性，家族コミュニケーションの理解について考えます。 

第 2 回 6月6日(火) 子どもの育ちと睡眠 

最近では「夜、眠れない子」「夜更かしする子」が増えています。現代社会におけるライフスタイルの変化（夜型化、スマートフォンやタブレット端末などの

高光環境）によって就寝時刻は遅くなり、子どもの成長発達に影響を与えているといわれています。昔から、「寝る子は育つ」と言われてきました。日本の

成人は世界一睡眠時間が短い（‼）と指摘されている中、子どもの育ちと睡眠の大切さについて一緒に学びましょう。 

第 3 回 6月20日(火) 家庭で育む子どもの発達 

子どもが健やかに成長し、自らの自己実現が可能となるように援助していくことは、家庭の大切な役割の一つです。泣いたり、笑ったり、怒ったり、悲しん

だりと、情緒的欲求を満たす団らんの場は、子どもの心の成長を促すうえでも大切です。本講座では、子どもの人格形成の基礎となる乳幼児期に焦点

を当てて、家庭で育む愛着の形成や基本的生活習慣の獲得について一緒に考えてみたいと思います。 

第 4 回 7月18日(火) 子どもの心に寄り添うための実践的なテクニック 

子どもの健全な発達にとって、自身の心に寄り添ってもらう体験は不可欠です。多くの人は、その重要性について認識しているものの、家庭での関り、及

び保育・教育現場における支援の中で、私たちはどれだけ子どもの心に寄り添うことができているでしょうか。実は、普段何気なくしている言動が子どもの

心を傷つけていることは少なくありません。本講座では、いくつかの場面を取り上げながら、子どもの心に寄り添うためのポイントを紹介します。 

第 ５ 回 10月24日(火) 子どもの社会的行動の発達とアセスメント 

乳児期から1歳半および4歳ごろまでの発達のみちすじとその段階、その中でも社会的行動や愛着関係を中心にお話しします。そして、乳幼児健診での

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）などの早期兆候の把握や子育て・療育・保育等におけるアセスメントや支援の視点を、演者が心理職として関わった事

例をもとにお伝えしたいと思います。 

第 ６ 回 11月28日(火) 子どもを取り巻く環境について 

社会の変化とともに子どもが日々生活し遊ぶ環境は、大きく変化しています。乳幼児期の発達と環境について、今ある環境をどのようにいかし、改善して

いくとよいのか紹介しながら、人的環境である周りの大人の関わりについて考えて見たいと思います。 


